
NO.120 （8）日 高 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

�

　

加
藤　

将
伍

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

�

三
木　

伸
也

助成金が望まれるワクチン接種費

市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の

公
共
交
通
の
取
り
組
み

問　

タ
ク
シ
ー
券
は
、
500
円

チ
ケ
ッ
ト
１
回
１
枚
の
利
用

制
限
が
あ
る
。
一
度
に
複
数

枚
利
用
で
き
れ
ば
、
外
出
し

や
す
く
、
友
人
と
会
う
機
会

も
増
え
、
生
き
生
き
と
し
た

生
活
に
つ
な
が
る
が
、
利
用

者
の
増
加
に
向
け
た
制
度
見

直
し
に
対
す
る
見
解
は
。

答　

よ
り
市
民
の
お
で
か
け

機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ

う
、
制
度
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

申
請
手
続
き
の
簡
略
化
、

ス
ム
ー
ズ
な
補
助
券
交
付
に

向
け
た
方
策
は
。

答　

離
れ
て
暮
ら
す
親
族
等

に
よ
る
代
理
手
続
き
が
可
能

と
な
る
電
子
申
請
に
よ
る
手

続
き
を
速
や
か
に
対
応
す
る
。

問　

市
民
の
交
通
手
段
の
一

役
を
担
う
「
地
域
お
た
す
け

隊
」
と
の
連
携
は
。

答　

地
域
公
共
交
通
を
賄
う

う
え
で
重
要
な
移
動
手
段
の

一
つ
。
日
高
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
意
見
交
換
を
し
て
お

り
、
今
後
も
身
近
な
移
動
支

援
者
と
し
て
連
携
を
図
る
。

　

�

市
内
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
対
す
る
見
解
に
つ

い
て

問　
「
市
民
の
安
心
、
安
全

の
た
め
の
市
内
新
交
通
シ
ス

テ
ム
」
の
確
立
の
第
一
歩
が
、

日
高
市
独
自
の
「
地
域
公
共

交
通
計
画
」を
策
定
す
る「
法

定
協
議
会
」
の
設
置
で
あ
る

と
考
え
る
。
区
長
会
か
ら
も

協
議
会
設
立
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
設
置
に

対
す
る
見
解
と
進
捗
は
。

答　

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

を
把
握
し
、
住
民
や
利
用
者
、

交
通
事
業
者
、
学
識
経
験
者
、

関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
を

図
り
、
法
定
協
議
会
設
置
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律

の
「
そ
の
他
の
地
方
公
共
団

体
が
必
要
と
認
め
る
者
」
の

判
断
基
準
を
含
め
、
構
成
員

の
選
定
に
関
す
る
見
解
は
。

答　

法
定
協
議
会
の
構
成
員

は
、
法
の
趣
旨
に
則
り
、
本

市
の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
国
・
県
、
近
隣
市
の
他
、

市
民
参
加
の
観
点
か
ら
地
域

の
代
表
、
福
祉
関
係
者
、
商

業
関
係
者
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

�

第
32
回
日
高
市
民
ま
つ
り

花
火
大
会
開
催
に
つ
い
て

問　

開
催
日
時
及
び
規
模
は
。

答　

11
月
11
日
午
後
６
時
よ

り
、
３
千
発
を
打
ち
上
げ
予

定
。

問　

花
火
大
会
終
了
後
の
公

共
交
通
機
関
の
増
便
等
対
策

は
。

答　

市
民
ま
つ
り
当
日
、
無

料
臨
時
バ
ス
を
運
行
。
花
火

大
会
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て

増
便
、
運
行
時
間
延
長
に
て

対
応
。

問　

日
本
人
成
人
の
90
％
以

上
に
帯
状
疱
疹
の
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
が
潜
ん
で
い
る
。

50
歳
を
境
に
発
症
率
が
急
激

に
上
昇
、
80
歳
ま
で
に
約
３

人
に
１
人
が
帯
状
疱
疹
に
な

る
と
の
統
計
で
あ
る
。
病
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
の
考
え
は
。

答　

国
は
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

予
防
接
種
化
を
検
討
、
接
種

費
用
の
助
成
を
行
う
自
治
体

も
増
え
て
い
る
。
市
民
が
健

康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
の
一
環
と
し
て
、
財
源

確
保
を
含
め
、
実
施
に
向
け

検
討
し
た
い
。

が
大
き
い
」
や
「
利
用
料
発

生
と
な
る
と
、
サ
ー
ク
ル
が

活
動
出
来
な
く
な
る
」
と
あ

る
。
登
録
サ
ー
ク
ル
数
の
増

減
な
ど
状
況
は
。

答　

令
和
２
年
度
336
団
体
、

令
和
３
年
度
306
団
体
、
令
和

４
年
度
292
団
体
、
令
和
５
年

度
293
団
体
。
数
年
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
１
団
体
の
増

加
に
転
じ
た
。
前
年
度
減
少

27
団
体
、
新
規
登
録
28
団
体
。

前
々
年
度
は
減
少
31
団
体
、

増
加
17
団
体
で
、
使
用
料
改

定
後
と
の
差
は
今
の
と
こ
ろ

見
ら
れ
な
い
。

問　

減
免
期
間
の
延
長
は
。

答　

登
録
サ
ー
ク
ル
の
み
優

遇
す
る
減
額
の
延
長
は
考
え

て
い
な
い
が
、
サ
ー
ク
ル
活

動
は
「
健
幸
の
ま
ち
」
に
繋

が
る
の
で
、
支
援
は
大
切
。

施
設
、
講
座
等
の
充
実
を
図

り
利
用
料
の
減
額
以
外
の
支

援
策
を
検
討
・
研
究
し
た
い
。

　

道
の
駅
の
誘
致
に
つ
い
て

問　

道
の
駅
は
“
ま
ち
”
の

特
産
物
や
観
光
資
源
を
活
か

し
“
ひ
と
”
を
呼
び
、
地
域

に
“
し
ご
と
”
を
生
み
出
す
。

活
性
化
に
よ
り
人
口
流
出
を

止
め
、
関
係
人
口
の
増
加
が

見
込
め
る
。
道
の
駅
の
誘
致

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

開
設
に
は
市
内
の
主
要

幹
線
道
路
に
広
大
な
面
積
の

確
保
が
必
要
。
休
憩
機
能
、

情
報
発
信
機
能
、
地
域
連
携

機
能
が
必
要
で
、
建
設
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
。
設
置

は
大
変
困
難
で
あ
る
。

　

公
民
館
使
用
料
に
つ
い
て

問　

令
和
４
年
10
月
か
ら
公

民
館
使
用
料
が
原
則
有
料

化
。
経
過
措
置
と
し
て
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
使
用
料

の
50
％
を
減
額
と
し
て
い
る
。

仲
間
と
交
流
を
深
め
、
向
上

を
目
指
し
、
生
き
が
い
の
あ

る
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
る
サ
ー
ク
ル
活
動
。

市
民
コ
メ
ン
ト
に
は
「
免
除

し
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と


